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この国際会議は、インターネットと人間や社会との関係について総合的に議論することを目的として、デー

タベースで有名なDr. Won Kimが始めたもので、2001年、2003年とソウルで開催された第１回、第２回

に引き続き、第３回は2005年に東京で開催されることになりました。 

 裏面のCFPにある通り、以下の二つのテーマを会議の話題として掲げています。 

1. インターネットが社会にもたらしている様々なインパクトや悪影響とそれを解決するための技術
的・社会的な方策 

2. 社会に存在する様々な問題を解決しよりよい社会を築いていくためのインターネットの技術とそ
の応用 

 すなわち、技術そのもの、またはインターネット応用活動それ自体というより、それらを現実の人間社会

とそこに存在する諸問題との関係でとらえ直したものを対象にしています。したがって、既に新しい技術を

お持ちの方、インターネットを用いた活動を展開されている方は、それを社会との関係で見直すことによっ

てこの会議への寄与とすることが可能です。 

 インターネットに関係する研究・実践活動を行っている皆様はぜひ論文投稿をご検討ください。投稿締め

切りは2005年2月1日です。ProceedingsはSpringer LNCSでの出版を予定しています（交渉中）。 

 多数のご投稿をお待ちしております。 

 

主催 日本学術振興会産学協力第163インターネット技術研究委員会(ITRC) 

共催 特定非営利活動法人 日本医療情報ネットワーク協会(JAMINA) 

協賛 日本データベース学会、電子情報通信学会情報システムソサエティ、 

 日本医療情報学会（申請中）、情報処理学会（申請中）他 

実行委員会Co-Chairs 

 尾家祐二（九州工業大学） 

 田中博（東京医科歯科大学） 

増永良文（お茶の水女子大学） 

日本プログラム委員会委員（敬称略、順不同）：国・地域ごとにプログラム委員会を構成しています

一井信吾（東京大学、JP PC Chair） 山崎克之（KDDI研究所） 

 吉田健一（筑波大学）   臼井 義比古（環境システム研究所） 

 チャンギュウ・キム（トライアンコンサルティング（株）） 

 相原玲二（広島大学）   渡辺健次（佐賀大学） 

 江崎浩（東京大学）   渡辺隆行（東京女子大学） 

 萩野達也（慶応義塾大学）   板井孝壱郎（宮崎大学） 

 山内一史（岩手県立大学）   砂原秀樹（奈良先端科学技術大学院大学） 

 小菅敏夫（電気通信大学）   寺野隆雄（筑波大学） 

 大川恵子（慶応義塾大学）   石原幹夫（アライドテレシス（株）） 

 三浦仁（日本ユニシス（株））  坂本尊志（日本ベリサイン（株）） 

 南政樹（慶応義塾大学）   角谷和俊（兵庫県立大学） 

廣川佐千男（九州大学）   川越恭二（立命館大学） 

芳西崇（日本電信電話（株））  細川宜秀（名古屋工業大学） 

市川哲彦（山口大学）       2004.10.27版 


